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(1)

法称 (Dharmakirti)の主著くプラマーナヴ Tールッティカ〉のうちプラ

マーナシッディ平は，陳那 (Dignaga)のく集世論>(Pramãl~aSamllccaya) 

の帰敬同(namaskarasloka)を評釈したものであることが伝えられている。

例えば， M釈に依れば「この師〔法称〕は，大師 (1波郡〕のく袋詰治>に

対して評釈を作らんと欲され， (法称)自ら 世尊への日敬慣を作った後，I (l¥Jli 

}}1¥師が)かの諭;笠〔く集fE論>Jを始めるに際してその師の作られた世t/f.へ

の帰敬協を解説せんと欲され，最初に誌の一般的定義を日く...J (1) 

として， プラマーナシッディ主主の最初の句，くpramaI;lamavisaI!lvadij白an・

am>を引用する。

M釈はこの立を第一平としたが， D註はこれに反し，自註の加えられてい

る自比註î;ïを第一主主に置き ， 法称の自註を継続する形で始められている。~jJ

ち， r師〔陳那〕による丑の定義の論書を解'説する基礎たる比i立を安立した

後，時来たってくpram句am>云々によって帰敬偽の解説を始められる。

くpramaI;labhuta>とは， r位として， 生まれたかた』ということ。 宜と等

しいゆえに，世尊即ちi立であるJ<ヨ)云々という噂入文である。

P疏がD註同様， I当比量ZEを除いた余の三立にのみ註釈を加えたものであ

る他， M釈を古写した Vibhuticandraが，自比:w:草.を冒頭に置いて「前後

のf立を結合する Devendrabllddhi師」刊 を擁認をして，先のD註の噂入文に

ついて次のように付記していることからも， M釈のヰ次第はさほど支持され

るものではなかったと見られる。

rli"師』とはここでは陳那である。彼によって， 量の定義の論古， すなわ

ち瓜iiEと比Eの自性を顕わすく集世論>と名付くるものが警わされた。

そしてく;平釈>なる別の様式によって， (く集1込:論〉に対する)過去の註釈

作者の誤まった解説と外道の異解とを破斥して，如実の解説をされる。その

(解説の)法礎は比企であって，現立ではない。j(") 

M釈をIq写しているVibhuti. が， このようにあらためてD註を擁護しい
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ている。 Vibhuti.は Vikramasila寺最後の主座釘kyasribhadraの弟

子であるから(5)，向上じ公平を第一立に世くことが伝統説であると見られる。

更にV付記を援引すると， プラマーナシッデ 412は， i解説されるべき，

かの帰敬備の(前)半が，第二平として解説されるJ(のものである。 iかの帰

敬{局」すなわちく集iEli命〉の帰敬!砧は，前半が Yasomitraの

くSphut盈rthabhidharmakosavyakhya> (Bibliotheca Buddhica Vol. 1 

pt.17，19-20)や，P疏 (3，2)などに引用されているが，全備を Vibhuti.

が紹介している。∞次の如し。

“pram盃I;labhutayajagaddhitai事iI;lepraI;lamya 重量stresugataya layine I 

prama¥}asiddhyai svamatat SaJ1111Ccaya!:J kari，?yate viprasrtad ihaik. 

ata与1/，，(8

このうち，くprama¥}asiddhyai>とは，V付記によれば， くpram畳間vy-

lltpattaye>のこ とであるが(9)，くプラマーナヴア ールッティカ>出二1;1:の

くPrama¥}asiddhi >なるiE名も，これより採られたものと見られる。

すなわちV付記は次の如く釈する

「この備は HlUなる 苫諜で始まるから， I止~Ij.の品性を立証するものであ

り，順次および逆次に知るべきである。世却は民 (prama¥}a)である。衆生

の利益を願う人 (jagadd hita i宇 in) であるから。~<:生の利益を願う人である

から教師 (sastr)である。教師であるから・・・・・・普逝 (sllga ta)である。 善

逝であるから，一切の衆生を救済する人 (sarvajagattrayaka) である。だ

からこのかたは量である，というのが順次の説明である

他方i，逆次(の説明)によれば， (世尊は)五tである。救済者であるから。

持逝であるから救済者である。そしてそれは教師であるから。 而してこのこ

とは，衆生の利益を闘うかたであるから。果(位)から因(位)を比I止するか

ら，逆次の説明である。そこで，この備の前半におけるくpra¥}amya>とい

うこの(句)を除いた五句が，その誌として肝心tされる。余は解し易し、か

ら， (解説され)ない。J(10)
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然るに，陳那自身はこの間・1故偏に対して，次のように自註している。

「因果円滑]なるゆえに，:w:として生まれたかたとして， 世I与に7wmが述べ

られる。敬信を生ぜんがためなり。そのうち凶とは， 1Z楽と1m行の同満であ

る。立楽とは，衆生の利益を願うかたであること。加行とは，衆生を教誠す

る(ゆえに)教師であること。自利とは，汗逝であることで，三みをとり，

付) 美女の如く称泣きれるかたであること， (ロ) 熱病の完治せる如く不退転

なること，川 満杯のJ阪の如く無余なることである。この三義は外追・の離欲

おと有学と無学の者述から，自利円満なることを区別せんがためである。利

他問満とは，済度のな味としての救済である。そのような徳を持つ教師に帰

命して・・ ー・。J(11) 

すなわち，隙那によれば，く量として生まれたかた (prama¥labhuta)>と

は，昔、楽(話aya)と，加行(prayoga)の同満なるくjagaddhitai!jlitva>

くsastrtva>一一因同満一一，及び自利・利他の同満なるくsugatatva>

くtayitya>一一果同満一ーによって埋解される世帯ーの徳 (gul)a)である。

然るに，このようなく集量論>帰敬偶およびel註に対して，法称は如何な

る評釈を施し，如何なる理論展開を見せているか，以下においてくプラマー

ナヴ 7ールッティカ〉のプラマーナシッディ立を概観し，その体系を抱loiし

Tこし、。

注

(1) Vrtti3，8-10(M釈 3A. 8-10行。以下二れに準ずる。行数には， テキλ 卜制

集者の拭i入せるl<ft¥yを合めていない。)

( 2) Panjil王立 T 1a，ト3(0注チベット z沢テP ノレゲIl反・映中 1枚目ぷ1-3行。以下これ

に!胴ずる。〕

(3) Vrtti.Parisi号!a516，29 

( 4) ibid. 517，3-

(5) Vibhuticandraは， その師 Sakyasr1bhad raに従って， 12041ドチベットに人つ
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た 9 人の小パ γデ ~ 11のひとり。 羽田野伯猷先生:くKa.五mlra-maha.pa早dita

"Sa.kyasrlbhadra" > <文化〉第21巻 5号 参照。

( 6) V rtti-Parisi宇!a516，1-2 

( 7) ibid_ 518，26-27 

(8) Prama.りasamuccaya-VrttiT 沢中の侃敬備は，次の如し。

/ぬhad-margyur-paりgro・laphan-par byed 11 ston-pa bde-gsegs skyob・laph 

yag・ l~tshal-nas 11 tshad-mar sgrub-phyir ran-gi gzulI-kun-las 11 btus-te sna-

tshogs ]:lthor-rnam尽]:ldirgcig-bya 1 (l4b，1-2) 

(9) Vrtti-Parisi宇!a520，31 

(10) ibid_ 521，5-13 

(11) Pramat:lasamuccaya-Vrtti T 14b，2-5 

尚，このうち3分の 2程が p疏 3，8-14中i乙引用されている。 和沢中，括孤l勾

の請は，チベット~iR SbYOl・ba-ni]:lgro-ba-Ia bstan-pa ston-pa]:lo 1会， p疏の引用

文 prayogo jagacchasana.t sastrtvam 1によって補正したもの。

、，，，H
U
 

，st
、

くプラマーナヴア ールッティカ>・ブラマーナシッディJ;i:の第 1f.易中，冒

頭 の くpram初 amavisaI1lvadij白anam(tshad-ma bslu-med-can ses-pa) > 

は，く集品論〉帰敬{易冒頭の句， くpram~\I~abhütãya >のく praJl1 ãl~a>に

ついて評釈したものである。以下く量>に対する一般的定義が続き， tfJ 7偏

に長IJって， < tadvat pramat:lam bhagav[n (de-ldan bcom-ldan tshad-

ma-nid) >として， 日t立与則立説を提示する。くpramat:la引 ddhiCil}:の証明)>

とは， I止"p.~がi止であることの証明であって，この文が本草の内容を明示して

いる。

次 に くbhuta>について，abhutanivfttaye bhutoktil) (ma-skyes-pa-ni 

bzlog-don-du gyur-pa・nidgsuns) =不生〔常住〕を否定するために，

~ bh白ta~と説かれた〉と評釈する (1)。元来は，たとえばくLalitavistara>

ゃくYuktidipika>などで用いられる場合同，く品;として夜るかた〉の立で

あろう。然るに，法称が如上の語義解釈を施したのは，次のような論理に依

る。くbhuta>を，くjata>，くanitya>なるものと解釈すること巳よってわ
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?市住なる利lを量とすることがすでに否定される。またjjlの意義から言っても，

所誌の無常性によってお:も無常となるべきであるし，品集なる知が次第生

(kramajanman)であることからも，位は無常であるべきだ，と。(3)

次に，具体的には，立たる世尊の智は四塑諦としてj見われているとする。

「それゆえ，随順されるべき， (輪廻の苦しみを鎮める方熊)の存在する こ

の(赴たる世噂の)智が伺察されるべきである。 虫の数まで遍知する， か

の(声1，¥:による超感官智)は，我々にとって何の用ぞ。J(Karika 31)刊

「方策を伴える，捨てるべき(および)採るべき(苦術集諦と滅諦道締)を

知らしめる，かの人〔世尊〕が量であると認められるが，一切を知らしめる

人(は， :fi'f)ではない。J(Kari凶 32)(り

「遠方を見ても見なくても，極成の 与~，f目〔回虫諭〕を見悟される限り，

(世尊は♀である)。遠方を見る者が註であるとするならば，来なさい。(遠

方を見る)鷲に近侍しよう 。J(Karika 33) (0) 

四聖締を見悟し教示されることによって，世尊はfEであるのだと説き，パ

ラモン系学派の説く「型宮北」なるものは，苦よりf9lf1悦せんと願う有i'i'j'にと

って無用の代物だとし，敵者を邦検した第33偶で， くpramanabhuta>につ

いての評釈が終る。

次に，そのような世尊の11:性を「立百止するものは慈悲であるJ(sadhanaJTl 

karllrya..../ sgrllb byeclthllgs-rje....) (Karika 34a) とする。く怒悲〉

とはく衆生の利を願うこと>であり の，Vibhuticanclraが指摘した如く，

くjagaddhitai写itva>によってくpram匂abhutatva>を推知せしめんとす

る。

そしてく強悲>なる心の徳を顕現せしめるものは修習 (abhyasa) である

とし心識は身体の消滅には影響されずに存続するという心相続説によって，

修習は可能であることを論証する。従ってここでの直接の論敵は Lokayata

となる例。このくjagaddhitaiヲitva>の評釈の節では， (イ) 心相続説を説い

て，修習が決して有|授の身体の滅亡によっては断絶されないとして その果

- 59ー



を保証し(第34-119偏)， (ロ) 修習によって， 元来心の中にmi子としてあっ

た慈悲，離欲， t\t り ~fの徳が顕現することを説く。(第120-131 a {.品)

第 13lf昌後半より，くsastrtva>の評釈に入る。(9

「慈悲を増大しおえて，他者の苦に耐え得ずして発心せる，慈悲を持てる人

は， 普を捨てしめんがために方便に努める。J(Karik盈 131b，132a) (IO) そこ

で， 苦の因たる我と我所への愛着を知り背減の因たる無我見 (nairatmya-

darsana)の修習によって，渇愛のiJc習をf1'iてしめるべく帯びく。その sas-

ana について「教誠とは，それ〔方便修習〕を目的とするから，まさに方使

修習と考えるJ{II) と評釈する。苦を除去する方便を苦減の悶すなわち無我

見の修習に見ており，くsasana>を四聖請の構造において把握している。

この節を第138備で了え，第139f局において， l¥lll那の自註を踏まえてくsug-

atatva>の評釈に移る。

r(くjagaddhitai')itva >とくsastrtva >を)成就した後，はじめて(くsug-

atatva>で)あるから， この二者が因であると，(陳那師によって)説かれた。

(背の)閏(たる渇愛)の厭離が，三徳ある普逝たることである。)J{問

前半偶は，く集立論>帰敬{昌自註において， 勺atrahetur aSayaprayoga-

sampad" と規定したことを指している。後半備も 陳那が自註において，

普逝の三義として，くpr・asastatva >とくapunaravrtti> とくni4se持>を

挙げたこ とに関わる(向。この三徳について，法~j\は次のように評釈する。

「苦に依住せざるゆえに，また無我見戒は(その)実践のゆえに， (普逝

は)称讃されるかたである。

(次に， 生と過失の生起は， 再び退転することと説かれる。(而るに普逝

11，第二の徳として)，我見の種子を捨てるゆえに，再ひ、*たることはない。

それ〔我見)は (無我なる)真実と逆の性質であるから。

吏に， (くnihse刊 ta>の)くse羽〉とは，~'i悩なく，熱病治まれる(とも)， 

身口昔、(の業)に欠陥あり，道を説いても不明確であること。修習によって

(そのようなものを)余りなく捨てる(から，話:逝は第三の徳として，く無余
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なる人〉と言われる)oJ (K邑rik五139b，142) (14) 

く苦に依住する>とは， M釈によれば「我見者は我に愛者して，その苦を

捨て，楽を得・んと欲することによって，苦の相ある生を執るからである。J(15)

またく不退転〉については， p疏が次のように解説する。

i t!ミと過失の生起と ft.，すなわち再び退転することである。貧欲等の無なる

ゆえの無過失の状態と，不再生のゆえの生の無は，解脱の城都に逝くことだ。

過失と生が有であれば，再び退転するものと言われる。我見の無からは，そ

れらの過失は再びは生じない。)f'C)

く道を説いても不明確〉とは， P疏によれば「煩悩なく ，熱病より冷めて

も，習気だけは残っているから，践女の ;言葉の如く，道の積々の~}~示が不可rj

ii'(liなことである。J(17)

呉見への反論を含めて，第 145偏前半でこの節を終え，後半からくtayit-

va>の言平釈に入る。

「く救済〉とは，御自分の見悟された道を説くことである。成妄は無意味

だから語られない。慈悲によって，また他者のために， (背滅の方便)すべて

をなすことに努められるゆえに，それゆえに(世尊は)量である。或はまた

(換言すれば)，く救済>とは，四(聖)諦を顕らかにされることである。J(18)

D註によれば， i世尊は有情に対して， 輪廻の苦を滅する因たる四聖諦を

示される。かくすれば，背を鎮めんと欲する者にとって，彼は註である」と

総括される。 (10)

くtayitva>は，陳那によっては利他円満とのみ釈されるが，このsf釈で

は，道(marga)を説くこ主，すなわち 苦滅の因を説示することで，D註を

援引すれば，結局 四聖諦 (caturaryasa tya)を教示することとなる。苦滅

の困を修習することによって苦が鋲められることから，背海に沈む衆生にと

って |止尊がiB:となる。

そこで第 281偶前半まで，四聖誠?について詳論される。
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;;主

( 1 ) くbhuta>の解釈について，次のM註， V付・記を参照。

bhutasabdanirdeso' bhutasya nityasya nivrttyarthaf!1 nityam prama.l_laJ]1 na.st-

ityarthary 1 (Vrtti 10， 1) 

aja.tatvanivrttyarthaf!1 ja.tatvoktam 1 (ibid. fn. 9) 

( 2) api tu bhagavaf!1s tvam eva sadevakasya lokasya paramasa.kρbhutary pr-

ama.早abhutasceti 1 

(<Lalitavistara> Lefmann ed. 319，8-9) 

a.ptavacanalll tu prama.l).abhuta-dva.rako' tyantaparok~e 'rthe nisl:ayal) 1 

(くYuktidipika>Pandeyaed. 31， 20-21) 

( 3) 次のヴ 7ーノレ ッテ ィカに依る。

prama.l)am na!v加 ti pra.m"l_lyad vaslusailgal('l) 1 

jney元nityatay.五 adhrauvy，.tkramajanmana与11
nityユdutpattivisle~fid apek~ayã. ayogatary 1 

kathancinnopakr.ryatvfid anitye' pynpramfil)alfi 11 
(lshad-ma rtag.pa.nid yod min 1 dJ¥os yod rtogs-pa tshad phyir daJ) 1 ses・

bya mi rtag.pa-nid.kyis 1 de ni mi hrtan.nid phyir ro 1 rim.bzin skye.ba.can 

dag ni 1 rtag.las skye・bami l)tshad phyir 1 ltos.pa mi rUI¥.ba.yi phir 1 rn 

am.りgasphan.gdags.bya min phyir 1 mi.rtag na yail tshad-med・百id1 ) 

(Ka.rika. 8-9) 

( 4) tasmad anu事Iheyagataf!1jnanam asya vicaryata.m 1 

ki!aSaf!1khy瓦parij目立namtasya nary kvopayujyate 11 

(de phyir de yin bsgrub.bya.du 1 gyur.ba~i ye-aes rnam-dpyad・byal)i1 

de.yi srin.bu~i grans mkhyen-pa 1 iled.la l)gar yail ner-mkho.med 1 ) (K江

rik瓦 31)尚，Karika T 沢より Bh勾yaT 45b，2中のよR.の方が角'f.し易い。

(de phyir de.yi ye・sesni 1 nan.tan.bya rtogs rnam.dpyad・byaりi1 de.yi srin. 

buryi grails mkyen.pa 1 iled-la rygar ya白 ner.mkho・med1 ) 

この俣の解釈については，次のM釈を参照。

durykhopasamopãyopade~!ur jnanam mrgyate yatastasmad anu宇Iheyaga凶m

saf!1s孟radurykhaprasamopayal]"ljn忌nam asya pramal_lapuru宇asyavicaryata.m 1 

(Vrtti 20，14-15) 

( 5) heyopa.deyatattvasya sa.bhyupayasya vedakary 1 

yary pramal)am asavi宇10na tu sarvasya vedakary 11 

(blail dail dor.byaryi de-nid ni 1 thabs.dail.bcas.pa rigs mdsad.pa 1 gail de 
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tshad-ma・白idI)dod kyi / thams-cad rigs-mdsad ma yin no / ) (Kiirikii 32) 

(6) duram pa三yatuvii m孟 viitattvam i号!af!1tu pa言yatu/ 

pramiil)af!1 duradarsi ced eta grdhran upiismahe / / 

(riil-po mthoil-pal)am min yau run / I)dod-pal)i de-nid mthou-pa yin / gal-

te riu mthoil tshad yin na / tshur sog bya-rgod bsten-gar gyis/)(IUrika 33) 

( 7) dayfL tataりparfLrthatantratvam(de-Ias brtse yin gian don ilor)(KarifL 282b-

283a)ならびに dayayfLjagaddhitai号itvena(Vrtti 107，23)を参照。

( 8) kuto janmantralfi kathaf!1 vii t吋vabhy江sal)krpader iti Carv九kiil)/ (Vrtti 

21， 18-19)を参照。

(9) ~fLstrtvavyãkhyfLnåya....' ・0・九ha(V rtti 56， 17) 

(10) ni~pannakarul)otkar~aQ paradul)khak写amerital)/ 

dayiiv:in dul)khahiinartham upaye宇abhiyujyate/ / 

(thugs-rje phul-byuli grub I)gyur t巴 IgZll1 sdug mi bjod-pas bskul-bal)i I 

brtse-Idan sdug-bsl1al gzom-pal)i phyir / thabs-rnams-Ia ni muon-sbyor mds-

ad / ) (Kiirikii 131b，132a) 

但し， Kiirikii T ;tr~には前半二句は欠けており Bhii~ya T 訳より術なった。

(11) upぇyλbhyfLsaevfLyaf!1 tadarthyiicch瓦sanammatam / 

(de don phyir na thabs goms-pa / de-nid ston-pa yin-par I)dod)(Karikii 138b) 

(12) ni号patte年 prathamam bhiiva.ddhetur uktam idaf!1 dvayam / 

hctol) prahal)am trigulfaf!1 sugatatvam......; / 

(grub-Ias dali-po l)byul1・bal)iphyirfgnis-po I)di ni rgyu-ru b号adf rgyu spal1 f 

yon-ぬngsum bde-gsegs / nid yin... ...... /) (Karika 139) 

(13) PanjikfL T 57b，2-3 V rtti 59，2-3の他，次のPfJ，tを参J!f，l，。

hetur uktam idaf!1 dvayal11 / tatra hetur ii~ayaprayogasampad I asayo 

jagaddhiLai~ itä / prayogo jagacchasanacchastrtvam I (Bh匂ya 1l6， 5-6 T 

108a， 6-7) 

尚，この部分のく集iiI論〉自註をP疏が引用している。

phalal11 svapararthasampat / svarthasampat sugatatvena trividham artham 

upada.ya prasastatvaf!1 surupavad apunariivrttyarthaf!1 suna~!ajvaravannil)se

写a.rtharp supurl)agha!avat / (Bh瓦宇ya3，1l-13) 

尚， Bh勾ya;;1>: svarüpavat を Bhã.~ya T 1b，2 gzugs bzail ba biin noによ

って surupavatと訂正。

(14) ............anisraya.t // 

duhkh日syasastam nairatmyadr号!escayuktito' pi va. f 
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punarrwrttir ityuktau janmado平asamudbhavau/ i

江tmadar毒anabijasyah5.n5.d apunar5.gama与/

tadbhütabhinn5.tmatay江総~am aklesan;rjvaram / / 

ka.yav5.gbuddhivaigut:lyam ma.rgoktyapatuta.pi v孟

as匂aha.namabhy5.8a.d.... ー/!

〈一...sdug.bsual rten min phyir / I巴gsyin de ni bdag.med.pa / mthoú.bal~am 

sbyor.ba・lasyin no / skye dau skyon ni kun.ゆyuu.dag/ slar.yau.ldog c田

Mad.pa yin / bdag Ital~ i sa.bon spaùs.pa~i phyir / slar.mi.gsegs'pa.nid yin 

no / de bden tha.dad bdag.nid・kyis/ lus uag sem~.kyi gnas lIan len / non. 

mot1s.mcd dau nad.mecl dati / lam bSad mi.gsal.nicl lus yin / goms phyir 

ma.lus spaus.pa.nid / ...一・)(lZ5.rik正 139b-142)

(15) Vrtti 59，10-11 

(16) m向 ya116，22-24 1l 108b， 7-109a， 1 

(17) ibid. 117，8-9 1l 109b，1-

(18) tã.yal~ svad!宇tam五rgoktirvaiphalyf.d vakti na.nrtam / / 

day孟lutva.tpar立rthaf!1ca sarviüambhã.bhiyogata~ / 

tasma.t prama.ryaf!1 t;.i.yo v瓦 ωtuI~sa tya p rak砥anam/1 
(skyob.pa.nid gzigs lam gsulIs.pa / l~bras.mecl phyir na brdsun mi gsu白/

thugs.brt.~e ・ Idan phyir rtsom.kun yau / gzan.gyi don.du sbyor phyir ro / 

cle phyir tshad yin yan na skyob / bclen pa bzi ni ston mdsacl paりo/ ) 

(Ka.rika. 145b，146) 

(19) Panjika. 1l 61b， 7-62a，2

)
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第 281備後半から総指に入る。

「救済によって，立:丸堅固，無余の殊勝智が証明される。(くsugata>の

肋澗語根)、/gam は覚るなi沫であるから。それゆえ(世賞与は) 外道， 有学，

1m，'、学を超えるかたである。J(Kari ka 281 b， 282a) (1) 

これより， V付記が "bhagavatpram旬yasadhako 'nulomapra tiloma to 

. 11 cyaJ:t "と2・ったうちの pr・atilomaによる評釈がなされる。すなわち世尊

のお性〔権証性〕は， I止時のかの四つの徳性を逆に辿ってゆくことによって
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j佐知できる。すなわち，衆生を救済するから普逝たり得る。(以下， p疏を

援引すれば)iそしてその普逝たることは，真実， 堅固， 11尽余の殊勝智であ

る。究実智とは称設される智，堅固なる智とは再び退転しない智である。堅

固なるものは再び退転しなし、からである。無余の殊勝智とは一切相の智，余

すことなき智である。ここでは"jgamは覚るな味である。位尊にそれがあ

ることは，救済によって知られる。他の者にこのような救済性はないからだ。

(比誌によって救済されるものならば)他の者にも，比量が働けば(詳逝柑

が)ある筈だ。J(2) 

j'L '~，堅固， 1~~余の殊勝智とは， 陳那の言ったくp r・asas tatva> ， くapu・

naravrtti> ， く ni~se!?a> なる， 菩逝の三役:を指していることが理解される。

そして隙那が， iこの三識は， 外道の雌欲者と有学と無学の者連から， 自利

問満なるを区別すべきだからである」と註釈したい)ことを踏まえて， i外道、

有学，無学を越えるかたである」 と評釈した。以下， i四聖諦の説示を相と

する果(同満)たる救済から」(4)，四徳を逆次に推知せしめる。

「それゆえ〔普逝であるゆえ]，他者のために(殊勝)智に努められるとい

うことは，それを教説するということである。

それ〔教説〕から，慈悲が(証明される)0(すなわち)他者の利益を第一

とすること， (衆生の利益を願うかたであること〕である。 目的(すなわち

解ー脱)を!克就した(菩逝は， _f1J他行を)放棄しなし、から， (果において， 慈悲

を有せられる如く，因においても慈悲を有せられることが推知できる)oJ

(Karika 282b， 283a) (5) 

九iddharthasyaviramata~" と Kãrikã に 言 う場合， くSiddh吾rtha>は

世尊のがj名とされるものでもあって，掛調的用法か。M釈は次のように釈す

る。

「目的を成就した，すなわち解脱を達成した性質を持つ普逝は，サイの角

(独党)などの如くには利他行を放棄しない(すなわち)逃避しなし、から，果

の在りかた (sugatatva，tayitva]において，慈悲があるゆえ，因の在りか
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た (jagaddhitai~itva，鉛strtvaJにおいても，それ〔慈悲〕の有であるこ

とが推知できる。J(的世尊の四つの徳性を武ぬく原理は慈悲であるとされる。

次に，世尊の智Zjfによって明らかにされた四聖諦をその四徳に配当せしめ

て，世2与の権証i生(ii):i生〕を結論する。

i(衆生の利益を願われる)慈悲によって，最妙なる (四聖諦)を説かれ，

(干(\~逝なるゆえの殊勝)智によって，方便修習の伴える(四聖)請を(説かれ

る)。

そしてその(四聖請を)説くことに努められるかたであるから，それゆえ

に(世尊は)量である。J(Karika 283b， 284a) (7) 

このようにして，世尊が慈悲と智怨の具現者であることを評釈した。惑悲

と智，岱によって衆生を背よ り救済されることから，世尊のf孟なることが¥1iE明

される。

最後に比量の面からも，世尊は同満であることを観論して，本市を終える。

i ("1止主主の)教説の!t実性への讃歌が，その(世尊の)教説から， (~.lII那師に

よってなされた。世:P.$の教示が)iilの相を有することを証明せんがために。

比i立においても，障りなきゆえに。(Karika284b， 285a) (8) 

「或fま，これ〔比匙〕の論式提示が(阿含において)見られるから。

(すなわち) ~そも， 生起を性質とするものは すべて消滅を法とするもの

である』など，種々ある。J(Karika 285b， 286a) (0) 

ここに指摘された命題は，くDighaNikaya> PTS ed. VoL 1 110，12-13 

ゃくMajjhimaNik呈ya>PTSed. VoL 1 501，7-8などにおいて

"yar!1 kinci samudayadhammaJ'!1 sabbaJ'!1 taJ'!1 nirodhadhamman ti" と，

引用されるものである。 これは比担;式に適用すると， 困〔因責辞〕と所立

〔宗賛辞〕の聞の遍充関係を示すことになり (10) 形式論理学の大前提に相当

する。

i(所立との)必然的関係〔遍充関係〕を相とする因が，比i立の所依である。

悶は所立との遍充関係を明示するゆえに。そしてその明析な(因)が， (世尊

- 66-



によって)説カ通れた。J(Karika 286b，287a)(II) 

このように概観すると，プラマーナシッディ立は，世尊が吐 (pramal).a)

であることの証明 (siddhi)が第一義となっていることが理解される。形式

的には，陳那が く築五1論〉帰敬偽自註で、述べた世主事の くpramanabhu ta t-

va>と 四つの徳性くjagaddhitaii?itva>，くsastrtva>，くsugatatva>，

くtayitva>について 評釈する形になっている。

そして世尊が量たることの証しとしてのこれら四つの徳性を，法称は，く慈

悲〉とく智;日〉の徳自によって把え直している。衆生済j立を願う慈悲のfilI科I

によって，そして 四聖諦を見悟された智;岱によって，世尊は苦海に沈む衆

生を解脱へ，悟りへとヰびかれる。そのような衆生にとって，慈悲と智，;Jに

よる実践活動をされるイム陀はまさに畠:となる。このようにして本牢では法称

の道論が展開されている。(12)

議

( 1) tayat tattvasthir江se~avise~aj百江nasãdhanam 11 

bodharthatvad gamer bãhyasaik休saik~ãdhikastatal) 1 
(skyob-las de-nid dau brtan dau 1 ma-lus khyad-par mkhyen-par grub 1 gs-

egs'pa rtogs-pal)i don phyir te 1 de phyir phyi-rol-pa dau slob 1) (K江rik孟

281b，282a) 

尚， gamer gatasabda~ prakrtil) 1 (Vrtti 106，20)参照。高根は，文J)1!.において

gamer it parasmaipade~u (P勾 inisutra 7， 2， 58)などと表現される。

( 2) Bhã~ya 164，25-29 T 153b， 2-5 

(3) Prama早asamuccaya-VrttiT 14b，4-5 

( 4) Bhii~ya 164，22 T 153b，2 

( 5) pararthajnanaghatanaI]l tasmat tacιhaSanaI]1 daya 11 
tatal) par孟rthatantratvaI]1sicldharhasy立viramatal)1 

(gzan don mkhyen sbyor de ston-pa 1 de-las brt~e yin gzan don I~or 1 don gr-

ub mclsacl・pami ~dor phyir 1 ) (K元rikii282b， 283a) 

- 67-



(6) Vrtti 107，18-19 

( 7) dayaya. sreya a.ca事!ejnanat satyaJ1l sasadhanam / / 

taccabhiyogavan vaktuJ1l yatas ta5m瓦tpramary.ata / 

hrtse-bas legs dan ye-~es-las / bden-pa gsun mdsad sgrub-byeb-bcas / de gsuu-

bar yal'l sbyor-ldan / ga白 phyirdes-na tshad-ma-nid /) (lurika 283b，284a) 

この解釈については次の諸註を参照。

dayaya. jagaddhitai写itvena(Vrtti 107，23) 

J五ana.tsugatatva.t (VItti 107，27) 

sasa.dhanam. .一回.vidyam江nasastrtvamityarlhal~ / (Vrtti 107，27-28) 

de gsull-bar ni muon-sbyor-ldan ses・bya-b出 niskyob-pa-nid-du bston to / 

(Panjika T 121a，4) 

( 8) upadesatathabhavastutis tadupadesatal) / / 

pramary.atattvasiddhyartham anumane' pyavarary.込t

(de・ltal)idt'los don bstod-pa ni / de-yi b~tan-pa-ñid ni / tshad-mal)i de-nid grub 

don de / rjes-su dpag-pa ma bzlog phyir /) (Karika 284b，285a) 

( 9) prayogadarsanad vasya yat kincid udayatmakam / / 

nirodhadharmakaJ1l sarval]l tad ityada.vanekadha / 

(cun-zad skye-bal)i bdag-nid-can / gall de thams-cad l)gag chos-can / ses-sogs 

rnam-pa du-mar ni / l)di-yi sbyor-bal)at'l mthou phyir ro / )(Karik江285b，286a)

尚， prayogぉ yapararthanumanasya...・ .(Vrtti108，18)を参照。

(10) hetor udayadharmakatvasya sadhyena nirodhadharmakatvena vyàptel~(Vrtti 

109，7-8)を参照。

(11) anuman瓦srayolit'lgam avinãbhä.valak~ary.am / / 

vy.λptipradarsanad dhetol) sadhyenoktanca tat sphu!am / 

(med-na-mi与byunmtshan-nid-can / rtags ni rjcs-dpag rten yin no / bsgrub 

byas gtan-t~higs khyab-pa ni / bstan phyir de yau gsal-bar bsad /) (Karika 

286b，287a) 

尚，この解釈について， Bha号ya166，14-17 T 155a， 2-4を参照。

(12) チベッ トのダノレマリンチェンは本訟の内容をく解脱逝〉として把えている。

くtshad-mal)ilam khrid> (東北目録 No_5446)参照。尚，羽田野伯鰍先生，

「チベッ ト仏教学のr:n題J<文化〉節目巻第3号 67瓦， 74頁参照。

(東北大学大学院)
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